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本日の内容

目録所在情報サービス利用細則について
http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/manuals/saisoku.pdf

国立大学図書館におけるNACSIS-ILLシステム利用指針
について
http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/contents/nill_info_anul_19960703.html

NACSIS-CAT/ILLの理念と現実のギャップ

CAT/ILLのガイドライン作成に向けて

http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/manuals/saisoku.pdf
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目録所在情報サービス利用細則(1)

（利用者の要件）
 第２条 利用者は，規程第３条の規定に基づき，次の各号に掲げる業務
を行う図書館等とする。

• 一目録作成及び図書館間相互貸借（以下「ＩＬＬ」という。）受付を行うこと。
• 二国立情報学研究所（以下「研究所」という。）が実施する目録講習会の
修了者が責任をもち，総合目録データベースの品質管理を行うこと。

NACSIS-CAT/ILL

に参加するにあたって
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目録所在情報サービス利用細則(2)

（業務運用）
 第１３条 目録所在情報サービスの利用に係る目録業務及びＩＬＬ業務は，
別に定める要領に基づき，これを行わなければならない。

（データベースの維持）
 第１４条 所長は，データベースの品質維持のため，データ等に係る回答，
データの更新及びその他必要な措置を利用者に要請することができる。

• ２ 所長は，瑕疵のあるデータについては，これを修正又は排除すること
ができる。

（利用状況の点検）
 第１５条 所長は，利用者の利用状況を年１回以上点検し，必要に応じて
利用者に報告を 求め，これに基づき指導又は助言を行うものとする。

マニュアルに従って

品質管理について

評価の必要性
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国立大学図書館における
NACSIS-ILLシステム利用指針について(1)

（システム利用に当たっての基本原則)

 ２. 参加組織は，資源共有の理念に基づき，所蔵資料の提供について

最大限の努力を行なうものとする。また，相互協力の精神に則って，誠意
を持って迅速に対応する。

（システム利用の推進)

 ３. 依頼・受付処理はシステムによることを原則とし，システムによらない
処理との併存状態の解消に努める。

（所蔵情報の公開)

 ４. 参加組織は，提供できるすべての資料の所蔵情報を学術情報セン

ター総合目録データベース（以下「総合目録データベース」という。）に登
録し，他の参加組織から検索できるように努める。特に総合目録データ
ベースに未登録である目録データの遡及入力に努める。

ILL業務の心構え

必要に応じて使い分け

目録業務にも参加を
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国立大学図書館における
NACSIS-ILLシステム利用指針について(2)

（所蔵情報の更新)
 ５. 所蔵情報の更新（所在の変更，新規受入，受入中止等）は速やかに
行う。

（学内体制の整備)
 ６. 参加組織は，ILLサービスの円滑化を図るため，資料の集中化また
は受付窓口の増加等，資料の管理・提供体制の整備に努める。ファクシ
ミリによる文献の伝送等緊急の依頼に応じられるよう体制の整備に努め
る。

(依頼処理に当たっての留意事項)
 ９. 依頼処理に当たっての留意事項。

(受付処理に当たっての留意事項)
 １０. 受付処理に当たっての留意事項。

雑誌の所蔵未更新問題

研究室資料の管理など

依頼・受付業務のマナー
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NACSIS-CAT/ILLの理念と現実のギャップ(1)

 共同分担入力の理念の衰退
• 書誌が作成されるのを待っている参加館

• レコード調整に消極的な参加館

 現在のサービス利用規定
• 書誌レコードのダウンロードのみ行っている参加館

• CAT業務のみあるいはILL業務のみ行っている参加館
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NACSIS-CAT/ILLの理念と現実のギャップ(2)

 重複レコード問題

• 重複レコードの実態

• 重複レコードの原因

H16 H17 H18

①書誌新規作成 496,650 475,116 498,455 

②書誌削除件数 14,541 12,619 12,479 

レコード削除率(②/①) 2.93% 2.66% 2.50%

図書書誌レコード新規作成件数と削除件数
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NACSIS-CAT/ILLの理念と現実のギャップ(3)

 雑誌所蔵データ未更新の問題

• システム上の問題

• 意識の問題

H16 H17 H18

①所蔵件数(+) 1,223,904 1,221,576 1,144,575 

②未更新件数 295,513 419,035 167,535 

未更新率(②/①) 24.15% 34.30% 14.64%

雑誌所蔵レコード　未更新率
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NACSIS-CAT/ILLの理念と現実のギャップ(4)

 ILLの受付をしない参加館
(サービスステータスの切り替えと謝
絶問題)

• 受付をしていない参加館はある。

• 主な謝絶理由は研究室所蔵、
未所蔵、所在不明など。

• ILLの充足率は高い(約95%)。

ILLの受付件数と謝絶件数
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謝絶率(全体) 11.72%

複写 10.14%

貸借 25.45%

H16 H17 H18

①受付件数 1,328,023 1,343,485 1,285,659 

②謝絶件数 184,966 168,593 150,738 

総謝絶率(②/①) 13.93% 12.55% 11.72%
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CAT/ILLのガイドライン作成に向けて

なぜ今、ガイドラインか
• 「目録所在情報サービス利用細則」「国立大学図書館における

NACSIS-ILLシステム利用指針」で対応できないか

• システムの改善・研修の改善で対応できないか

• 海外の書誌ユーティリティとの比較

ガイドラインの要件は
• 何を、どこまで、どのような位置付けで
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おしまいだよ

ピヨ？


